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的】　毛織物は優れた風合いや外観などの特性をもち、スーツなどの外衣として使用

ている。しかしながら一方では摩擦や熱などによって、その風合いや外観を著しく損

縮充やテカリが起こり易いという欠点も持っている。本研究では、テカリ現象を摩擦

イロンによって人為的に発生させ、布構造とテカリの発生のしやすさ、テカリの程度

射角に対する反射率の分布などの測定を行いテカリ現象の解析をおこなうことを目的

した

方法】　試料として５種類の毛織物を使用し、摩耗試験器とアイロンによってテカリを

生させた。各試料について、光源の角度と反射角をさまざまに変えて測定することがで

る変角測色計を用い、各入射角に対して反射角を変えて反射光の波長分布と平均反射率

測定した。

結果】　主な結果は次のようになった。

　テカリの発生は毛織物の織り構造に大きく依存し、交錯度が小さく糸密度が大きい織

のテカリの発生が大きい。

　平均反射率の反射角による変化は、織り構造に依存しピークか大きい物のテカリが大

い。

　テカリの発生した布の反射光の波長分布は、全体的に強度が大きくなり、プロフィー

はなだらかな形に変化している。
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　　目的　織物の光学的な異方性を基本的に解明するため、たて糸とよこ糸の色を変え、二

　次元反射光分布曲線の特性値を中心として、視覚的な官能量を対応させながら検討しtz ．

　　方法　試験布はたて糸、よこ糸共に2 1 D X 9の太さで、三原組織の織物を常に糸密度

　を一定（2 8×2 2本／an ）にした絹織物である．いずれの組織に対しても、たて糸、よ

　こ糸を同色にした白と黒の場合．たて糸をII,よこ糸を白とした場合と, たて糸を白．よ

　こ糸を黒にした場合でー組織４種の織物をそれぞれ織ったi>のである．

　　光学的測定としてゴニオフォトメータを用い、二次元反射光分布曲線を入射光がたて糸

　に平行な場合とよこ糸に平行な場合について測定し- 組織点と織物表面の粗さ、入射光に

　平行な織糸の色によって変化する分布曲線から反射光特性の違いをまとめた．一方官能量

　によりそれらの違いに対する視覚的な対応を検討した、

　　結果　二次元反射光分布曲線より．白い絹織物に対しては入射光線の方向の織糸が白で

　その方向の織糸の浮きが大きい程、全反射光量は大きい．従って．三原組織の中で朱子織

　物（８枚５飛朱子）は．斜文織物（2 ／2 / ）、平織物に比較して、光学的な各反射特性

　の異方性が大き･い．視覚的には朱子織物のようにたて糸とよこ糸の浮き糸が大きく異なる

　織物では、入射方向の織糸が白で浮きが長く、他の方向の織糸が黒である場合の方が、織

　糸が白同志で、入射方向の浮きが小さい方向から朱子織物を見るより．明るく、光沢が大

　きいことが示されfz .従って、反射特牲と視覚的な対応は反射光量だけでなく．織組織と

　織糸の色などを加えなければならず、織物の異方性はこれらの条件が大切な要因となる．


